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５
月
の
歳
時
記
◆

真
っ
赤
な
自
転
車
に
乗
る

『
三
浦

環
』

５
月
５
日
は
「
自
転
車
の
日
」
だ
そ
う
で
す
。
自
転
車
は
、
い
ま
や
通
勤

通
学
な
ど
様
々
な
シ
ー
ン
で
気
軽
に
使
用
で
き
る
乗
り
物
で
す
が
、
女
性
が

自
転
車
に
乗
る
と
世
間
が
大
騒
ぎ
に
な
っ
た
と
い
う
明
治
時
代
の
あ
る
女
性

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

明
治
時
代
に
実
在
し
た
『
三
浦

環
』
は
、
「
蝶
々
夫
人
」
な
ど
オ
ペ
ラ
歌

手
と
し
て
国
際
的
に
名
声
を
得
た
人
物
で
す
が
、
（
先
の
朝
ド
ラ
「
エ
ー

ル
」
で
、
美
人
声
楽
家
と
し
て
、
女
優
の
柴
咲
コ
ウ
が
演
じ
て
い
ま
し
た

ね
。
）

彼
女
が
自
宅
の
あ
る
虎
ノ
門
か
ら
東
京
音
楽
学
校
ま
で
の
８
．
５

キ
ロ
を
自
転
車
を
駆
り
な
が
ら
颯
爽
と
通
学
す
る
当
時
の
様
子
を
、
環
よ
り

一
歳
年
上
の
、
東
京
音
楽
学
校
で
バ
イ
オ
リ
ン
を
学
ん
で
い
た
学
生
、
田
辺

尚
雄
が
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。

『
環
の
人
気
は
、
一
年
生
の
頃
か
ら
既
に
大
し
た
も
の
で
、
満
都
の
青
年

を
魅
了
し
て
い
た
。
美
声
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
美
貌
と
共
に
艶
や
か

な
態
度
が
、
ま
こ
と
に
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
を
想
わ
し
め
る
も
の
が
あ
っ
た
。
女

史
は
晩
年
に
は
肥
満
さ
れ
て
い
た
が
、
若
い
頃
は
細
く
ス
ラ
リ
と
し
て
全
身

に
色
気
が
漂
っ
て
い
た
。
当
時
、
女
が
自
転
車
に
乗
る
こ
と
は
極
め
て
珍
し

い
こ
と
で
あ
っ
た
。
海
老
茶
の
袴
に
髪
は
新
様
式
の
二
百
三
高
地
と
称
す
る

前
髪
が
大
き
く
突
き
出
た
束
髪
に
、
大
き
な
蝶
結
び
の
リ
ボ
ン
を
風
に
な
び

か
せ
て
丸
の
内
を
自
転
車
で
疾
走
す
る
。
そ
れ
が
満
都
の
評
判
に
な
っ
て
、

そ
の
後
ろ
か
ら
、
彼
女
の
余
香
を
拝
せ
ん
と
す
る
モ
ダ
ー
ン
青
年
が
、
幾
十

台
と
自
転
車
で
彼
女
の
跡
を
追
う
光
景
は
、
帝
都
の
一
光
景
で
あ
っ
た
。

音
楽
学
校
の
男
子
生
徒
の
中
に
は
、
帰
途
、
送
り
狼
よ
ろ
し
く
彼
女
の
荷

物
を
持
っ
て
送
る
者
も
あ
り
、
彼
ら
を
名
付
け
て
「
洋
楽
ド
ー
ス
ル
連
」
と

呼
ん
だ
と
い
う
。

一
幅
の
大
和
絵
を
み
る
よ
う
な
光
景
の
中
に
、
環
ひ
と
り
が
リ
ボ
ン
を
風

に
な
び
か
せ
、
英
国
製
の
真
っ
赤
な
自
転
車
で
、
突
進
し
て
く
る
の
で
あ
る

か
ら
、
そ
の
対
照
は
目
を
見
張
る
ば
か
り
、
明
治
期
の
文
明
開
化
の
象
徴
と

も
い
う
べ
き
、
ほ
ほ
え
ま
し
い
構
図
で
あ
っ
た
。
』

と
あ
り
ま
す
。
環
の
自
転
車
姿
は
大
変
な
評
判
を
よ
ん
で
、
「
自
転
車
美

人
」
と
い
っ
た
言
葉
や
、
読
売
新
聞
で
連
載
さ
れ
た
ラ
ブ
ロ
マ
ン
ス
、
小
杉

天
外
の
小
說
『
魔
風
恋
風
』
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。
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２億円の「錦鯉・koi」
あの田中角栄も愛した「錦鯉」･･･何となく昔のお金持の趣

味のイメージが拭えませんが、新潟県を発祥とする「錦鯉・

koi」は、今や世界中に輸出され、大人気となっています。む

しろ日本人よりも外国人に錦鯉の人気は高く、今や、１匹、

２億円もの値が付く「錦鯉」もあり、熱気を帯びた品評会に

は熱心な外国人の姿が半数以上もみられるそうです。ちなみ

に２億円鯉のオーナーは中国人だそう。

この“生きた宝石”錦鯉は、そもそも寒冷地の食用に養殖

したのが始まり。その頃は、黒い真鯉でしたが、なかには色

のついた美しい鯉が突然変異で生まれる事があり、一部の農

家がそのまま飼育したり、同様の鯉と掛け合わせをしていく

なかで、鮮やかな錦鯉として確立されるようになりました。

黒い真鯉といえば、尼崎市の庄下川にウヨウヨ（失礼！）

いる鯉。これが錦鯉なら●●億円･･･という下世話な夢を見

ながら、あの鯉のルーツを調べてみると、１９８０年代後半

に支流合流地点辺りにある同和油脂工業に勤務のＳ氏が、故

郷から持ち帰った鯉の幼魚を、没年の1994年頃まで何度も

庄下川に放流。河川整備で水質が良くなった時期とも重なり、

鯉が爆発的に増えた。と言う事らしいのです。真偽不明。汗

一時期、紅白鯉を放流した事もあったようです

が、“黒軍団”に淘汰されたのか、今では殆ど

みられないのだとか。泣 庄下川の鯉、錦色に

ならないのなら、ＳＮＳ映えする人面鯉とか、

ハート柄の鯉とか、無理なのかな～？汗

関西人は厚いのがお好き！

２億の錦鯉

４月１２日は「パンの日」だそうですが、

食パンの厚さが、関東と関西で違う！という

記事を見つけたのでご紹介します。

関西の食パンといえば、「4.5.6枚切り」が

主流ですが、関東では、「８枚切り」が主流

なのだとか。ではなぜ、関東と関西で違いが

あるのか？ 厚切りパンの先駆けとなった

（本社大阪市）『神戸屋』さん曰く、「戦後

まもなくは、進駐軍からサンドイッチ用に８

枚切りの食パンを作るように指示され、１９

６０年頃までそれが主流だった。そんな中、

パン食を広げるには、美味しさが伝わる厚切

りのほうがいいと、神戸屋で６枚切りキャン

ペーンを行った」とのこと。また、パン食の

始まりは、関東は「あんぱん」、関西では、

ホテルなど外国人向けに提供した食パン。嗜

好の点でも関西は、お好み焼きなど粉もん文

化があり、もっちりとした食感の厚切りが好

まれ、関東では、草加せんべいなどせんべい

文化があり、サックリした食感の薄切りが好

まれるのだとか。スーパー『ライフ』による

と、関東では「6.8.5」枚の順、関西では

「5.6.4」枚の順で人気だそう。ケチと言われ

る関西人、本物にはお金をかけるのです。笑


